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デジタル教科書やインター
ネットで調べた生物の画像

観察記録を書く。

体験が伴わないICTの活用

この活動のICTの活
用により学びの質は
向上したのか

４ 人間の強みを育む学び



epilogue

探究的な学びの基盤となる情報活用能力の整理



epilogue

探究的な学びの基盤となる情報活用能力の整理



教育におけるデータサイエンスとは

１ 質の高い、深い学びのためのデジタル学習基盤の効果的な活用
２ 教育データによる学びの可視化
３ 探究の基盤としてのICTの活用
４ 人間の強みを育む学び

「質の高い、深い学びの実装」

「指導観、子ども観、評価観」の転換を図ること

DX
イノベーション

学びの未来への視点

教育データの分析を行い、個々の学びを可視化し、教師の経験や勘を補う

学びの未来

epilogue



学びの未来への視点１

「質の高い、深い学びのための
デジタル学習基盤の効果的な活用」



学びの深まりにつながる、ICTのもつ特徴

距離の制限がなく
瞬時につながることができる

多くの情報を収集したり
配信したりすることができる

情報や記録などを

再現することができる

情報や記録などを蓄積し、
継続して見ることができる

参考 横浜市教育委員会事務局『資質・能力 育成ガイド 授業づくり編 』令和4年３月発行

１ 「質の高い、深い学びのためのデジタル学習基盤の効果的な活用」



距離の制限がなく瞬時につながることができる

 ICTを活用し、遠隔地や海外の学校、学校外の専門家等との意見交換や情報発信などを行うことができる。
 他校の子どもたちや地域の方々と交流し、異なる考えや文化にリアルタイムに触れることにより、多様なものの見方を身

に付けることができる。
 学校外の専門家と交流して、通常では体験できない専門的な内容を聞くことにより、学習内容への関心を高めたり、理解

を深めたりすることも可能。

遠隔地との
意見交換・情報発信

異なる考えや文化
多様なものの見方

専門家との交流
関心・理解

１ 「質の高い、深い学びのためのデジタル学習基盤の効果的な活用」

参考 横浜市教育委員会事務局『資質・能力 育成ガイド 授業づくり編 』令和4年３月発行



多くの情報を収集したり配信したりすることができる

 ICTを活用し、インターネットやデジタル教材を用いた情報収集を行うことができる。
 効率のよい調査活動や幅広い情報収集を行うことができるようになり、情報を主体的に収集・判断する力が身に付く。
 写真や音声、動画等のマルチメディアを用いて多様な表現を取り入れた資料や作品をつくることができるようになること

で、表現技法の向上につながる。
 グループで分担したり、協働で作業しながら制作し、表現技法を話し合う中で、豊かな表現力を身に付けることが可能。

情報判断する力 表現技法の向上 豊かな表現力情報収集する力

参考 横浜市教育委員会事務局『資質・能力 育成ガイド 授業づくり編 』令和4年３月発行

１ 「質の高い、深い学びのためのデジタル学習基盤の効果的な活用」



情報や記録などを再現することができる

 児童生徒が各自のペースで学習を進め、知識及び技能の習得を行っていくことができる。
 発音の確認や音読、運動、演奏などの活動の様子を記録・再生して自己評価に基づく練習を行うことで、技能を習得したり

向上させたりすることができる。

自己調整 自己評価 知識・技能の向上知識・技能の習得

写真提供元：横浜市教育委員会事務局『「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて 子どもの心と学びをつなぐ～
「社会情動的コンピテンシー」に着目した学校教育のアプローチ～』令和７年１月発行

１ 「質の高い、深い学びのためのデジタル学習基盤の効果的な活用」

参考 横浜市教育委員会事務局 横浜市教育委員会事務局『資質・能力 育成ガイド 授業づくり編 』令和4年３月発行



情報や記録などを蓄積し、継続して見ることができる

 ポートフォリオとして記録を蓄積していくことで、自己の成長を確かめ、 振り返ることができる。
 個別に制作した作品等を保存・共有することにより、友達と一緒に制作過程を振り返り、意見交流を行うことが可能。

ポートフォリオ 自己の成長 作品の保存・共有 意見交流

写真提供元：横浜市教育委員会事務局
「R６年度リーディングDXスクール事業実践事例」 令和７年２月

１ 「質の高い、深い学びのためのデジタル学習基盤の効果的な活用」

参考 横浜市教育委員会事務局『資質・能力 育成ガイド 授業づくり編 』令和4年３月発行



思考力、判断力、表現力等を育成するため

自己の成長を確かめ、
振り返り、評価・改善を図るため

学習上又は生活上の困難さを
改善・克服するため

資質・能力の育成に資する効果的なICT活用例

 録画機能を活用して、自分や友達のスピーチをよりよいものにしたり、
書く過程を記録し、よりよい文章作成に役立てたりする。（国語科）

 野菜の成長や世話の様子など撮りためたものを振り返りや表現に活
用し、活動への意欲を高める。（生活科）

 読み上げ機能を用いて発音を確かめることで、自信をもって英語を話
す。（YICA、外国語科）

 試合を撮影した動画を見返し、次の試合に向けて考えた作戦を持ち寄
り、交流する。（体育、保健体育科） など

 土地利用の様子や土地の高低など必要な情報を比較し、空間的な広がりを捉え
る。（社会科）

 関数や図形などの変化の様子を可視化して、繰り返し試行錯誤する。（算数科、
数学科）

 端末を通して自分とは異なる意見をもつ他者の考えを共有し、道徳的価値を多
面的・多角的に考える。（道徳科）

 個人の意見を表明し合うとともに意見を比べ合い整理する。（特別活動） など

 タブレットの拡大機能、白黒反転機能等により、自分にとって、
より見やすい状況を実現する。

 教室で授業に参加することが難しい場合に、同時双方向型の授
業配信を行ったり、学習動画をオンデマンドで視聴したりでき
るようにする など

参考 横浜市教育委員会事務局『資質・能力 育成ガイド 授業づくり編 』令和4年３月発行

１ 「質の高い、深い学びのためのデジタル学習基盤の効果的な活用」



学びの未来への視点２

「データによる学びの可視化」



〇 教師にとって役立つ情報か？
→必要な時の判断の根拠や支えに！

〇 必要なデータの検索機能
〇 AI等によるの検索や分析

①毎日、チェックするのか？

課題

何を人間が判断した方が効果的か

何を人間が判断した方が精度が高まるのか

教育データって何？

②使いづらくないのか？

〇 個々の子どもも活用ができる

データを活用するのは人

２ 「データによる学びの可視化」



◆ IRT型学力・学習状況調査による「学力」の把握
 作問した全ての問題を、専門家により「困難度」「識別力」で分析。学習の理解や習熟の状況を示した４２の
段階を「学力レベル」として、個々の変容を丁寧に把握。

横浜市「学力レベル」４２段階表

※IRT…「学力」を数値化する測定理論（項目反応理論）

Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

２ 「データによる学びの可視化」２ 「データによる学びの可視化」



◆ IRT型学力・学習状況調査を導入することで、学習効果を考えた学習方略を選択できるように
 教師の経験や勘によって選択される傾向が強かった学習方略を、客観的なデータに基づいて学習効果の
観点から選択できるようにする。

中学校３年生学力の伸びの分布

Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

２ 「データによる学びの可視化」



学力レベルの経年分布

◆ IRT型学力・学習状況調査の結果
 2021年と2022年を比較すると約7割程度の生徒が学力の伸びを示している。
 約３割程度の生徒が昨年と同等または学力の伸びが見られず、伸び悩んでいると考えられる。

Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

２ 「データによる学びの可視化」



中学校３年生 国語の学力レベルの分布

◆ IRT型学力・学習状況調査の結果より（教科の伸びの特色）
 国語と算数・数学という教科で学力レベルを比較すると、算数・数学の方が分布の幅が広い
 中学校３年生段階で、学力レベルが低いところで伸び悩んでいる生徒がいる。

数学 中３国語 中３

中学校３年生 算数・数学の学力レベルの分布

Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

２ 「データによる学びの可視化」



◆ 学校の教師は伸び悩んでいる約3割の児童生徒の学力を伸ばすことに全力をあげる
 伸び悩んでいる約3割の児童生徒の学習の仕方を調査分析し、改善していく必要
 早期に児童生徒の学習状況を把握

◆ 効果的なデータとして
 学力の平均値と学力の伸びの平均値の比較により、全ての学校で学力を伸ばすことが可能だと言える

学力の平均値と
学力の伸びの平均値の比較

Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

２ 「データによる学びの可視化」



◆ 学力をよく伸ばしている学校への定性的調査
 「普段の授業や教育活動でどのような取組を行っているのか」という問いに対しての回答結果

学力を伸ばすことができている学校の特徴

Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

２ 「データによる学びの可視化」



◆ 校長のマネジメント力を発揮して学校全体で取組むことで学力が向上する
 日常的な教育活動の中で、児童生徒の主体性を高めるために、意見を出し合い、生徒同士や教職員との合意形成を大切に

している学校は、「学力」をよく伸ばすことができている傾向。
 学校教育目標や児童生徒の主体的な授業の実現など、学校全体の取組が影響。

学力を伸ばすことが
できている学校と
教師の指導性の相関

Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

２ 「データによる学びの可視化」



◆ ９年間の変容をデータで可視化
Strictly Confidential
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２ 「データによる学びの可視化」

横浜市の学習ダッシュボード
Yokohama St★dy Navi



分析チャート
「個人チャート」（例）

・日本語の支援が必要な児童
・学習に向かう意欲が低い児童
・学級の友達などの支えが必要
・認められたい、ほめられたい児童

◆ 伸び悩んでいる子を見てみると
Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

２ 「データによる学びの可視化」



横浜市立小学校

◆ 学年の先生と１５分ショート会議

・さらにどんな支援ができるか、
ケース会議等の資料に
・指導案にチャートを添付し、児童
の実態把握、支援策を考える一
助に

分析チャート
「個人チャート」活用例

Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

２ 「データによる学びの可視化」



学びの未来への視点３

「探究の基盤としてのICT活用」



「探究の基盤としてのICT活用」

探究の学びの前の診断（アセスメント）

学びのプロセスの可視化

学びの評価としての履歴

３ 「探究の基盤としてのICT活用」



令和７年５月22日 教育課程企画特別部会「論点資料⑦」より抜粋

３ 「探究の基盤としてのICT活用」



一斉学習

ICTを活用した、探究の学びのプロセスの可視化

個別学習

協働的な学び個別最適な学び 個別最適な学び

個別学習

振り返り・評価＝ICT

診断
エビデンス

＝

ICT

探究の学びの可視化＝ICT（写真や動画）による自己調整

３ 「探究の基盤としてのICT活用」



学びのプロセスの設計

試行錯誤

柔軟なカリキュラム

余白

出典：文部科学省
「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の
ためのサポートマガジン『みるみる』全編ファイル

３ 「探究の基盤としてのICT活用」



生涯にわたる学びのプロセスを考える

出典：リンダ・グラットン著『LIFE SHIFT（ライフ・シフト）』より作成

３ 「探究の基盤としてのICT活用」



高校・大学の学び
×幸せな活躍

教育データ
は可変可能
なデータ

生涯にわたる学びのプロセスを考える

出典：中原淳・ベネッセ教育総合研究所・パーソナル総合研究所『ハタチからの「学びと幸せ」』探究ラボ調査分析結果（２０２５年２月１９日）より作成。
全国の２５－３５歳の就労者 ２０００名対象

３ 「探究の基盤としてのICT活用」



学びの未来への視点４

「人間の強みを育む学び」

～既有の体験と結び、
「好き」と「得意」を育む学び～



課題

出典：OECD PISA ２０１８質問紙調査
「失敗しそうなとき、他の人が自分のことをどう思うかが気になる」
「その通りだ」「全くその通りだ」

４ 人間の強みを育む学び



出典：我が国と諸外国の若者の意識に関する調査
（平成３０年度）（令和元年６月 内閣府）

※各国満１３歳から満２９歳までの男女が対象

課題

４ 人間の強みを育む学び



学びの起動

〇初発の思考や行動（知的
好奇心）を大切にした学
びのはじまり

〇問いをもつ子を育てる

〇批判的思考

（クリティカルシンキング）

出典：文部科学省
10/24  中央教育審議会
【資料１】教育課程企画特別部会 論点整理

４ 人間の強みを育む学び



授業の中で自己調整力を育む

協働的な学びの中
での自己調整力

対話
の質を
上げる

〇他者というフィルターをかけ

〇他者の意見を取り入れる

〇相手に粘り強く説得する

（レジリエンス）

〇より多くの納得解を得る

（合意形成能力）

社会情動的コンピテンシーを磨く

自己調整能力
の育成

４ 人間の強みを育む学び



◆ 算数や数学の授業において、「答えを振り返ったり、より良い方法を考えたりしている児童生徒」と「学力」
との関係の相関グラフ
 学習の方法を振り返ったり、メタ認知したりしながら学習に取り組んでいる児童生徒ほど、「学力」平均値が高い。
 教師が一方的に学習方略を示し、児童生徒が受け身で学習をしていくのではなく、自主的に学習方略を選んだり、効果を

吟味したりしながら、振り返ったりメタ認知したりしながら学習していくことが、学力向上にとって効果的

図11 学力の振り返りと「学力」平均値と相関

Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

４ 人間の強みを育む学び



非認知能力や生活意識もダッシュボードで可視化

©2025横浜市教育委員会

Strictly Confidential

４ 人間の強みを育む学び



〇各種調査結果・アンケート、
健康観察など、これまで独
立していたデータを一元的
かつ安全に集約。

〇相互に連携させ、様々な角
度から可視化、分析できる
ように。

〇児童生徒は、自身のデータ
を活用しながら、学習の理
解や習熟の状況を把握し、
日々の学習等に生かす。

横浜市の学習ダッシュボード Yokohama St★dy Navi

子どもが窓口のダッシュボード
Strictly Confidential

©2025横浜市教育委員会

４ 人間の強みを育む学び



子どもが窓口のダッシュボード

横浜市学力・学習状況調査

横浜市体力運動能力調査

授業アンケート

©2025横浜市教育委員会

Strictly Confidential

４ 人間の強みを育む学び



デジタル教科書やインター
ネットで調べた生物の画像

観察記録を書く。

体験が伴わないICTの活用

この活動のICTの活
用により学びの質は
向上したのか

４ 人間の強みを育む学び



豊かな体験（主体的な）を通した表現

４ 人間の強みを育む学び



４ 人間の強みを育む学び

出典：保科学世「生成AI時代の「超」仕事術大全」P.１３９より作成



Step into the Future of Education


